


STEP.01 専用結束線 Jワイヤー STEP.03 鉄筋ジャバラユニット工法

STEP.02 工法の始まり

大部分を工場でユニット化
鉄筋工事における各部位（柱・梁・壁・スラブ等）
を、専用のゴム付き結束線を使用して大部分を工
場であらかじめ先組し（ジャバラユニット化）、折り
畳んだ状態で現場まで運搬し、現場で元の状態に
復元して取付を行う画期的工法です。

Jワイヤーがジャバラユニットを可能にする

工場で組立を行い
畳んで保管

畳んだまま運搬
積載量大幅ｱｯﾌﾟ

省スペースで仮置
必要な時に復元

復元後そのまま
すぐに設置が可能

ちょっとした思いつきで生まれた画期的工法

Jワイヤーは、鉄筋ジャバラユニット工法のために考案された専
用の結束線です。鉄線と鉃線の間に伸縮性の高いゴムをリング
状にかませることで、鉄筋の折り畳み時にかかる負荷をゴムが
吸収し、鉄線の切断を防ぎます。これにより、結束された部分の
強度と自由度を高め、鉄筋の折り畳み・復元を可能にします。

現在のJワイヤー販売店の有限会社　柳井通商の創業者「柳井
泰三」が、鉄筋会社に勤務時代、「鉄筋を折り紙の様に畳んだら
面白いんやなかろうか？」との発想から産まれたこの工法。数々
の特許を出願し、受賞した賞も数知れず。
当初、鉄筋ジャバラユニット工法を見た現場の作業員は「何で
魔法みたいなことが出来るんですか！」と皆、度肝を抜いたと言
います。全国津々浦々を巡っての特約店作り、工法普及の日々で
した。その後、「ジャバラユニット協会」と名前を変えて、生まれ
変わり、工法普及のために前に進んでいきます。

大幅なコスト削減・省力化・工期短縮
ジャバラユニット化する事により一回あたりの積
載量を増やし、施工現場に於いて省力化を図り、
工程を短縮すると共に品質のバラつきを減少させ、
かつ安全管理を容易にする事を目的としています。
これにより運搬コストや人員の削減と工期の短縮
が可能になります。

ジャバラユニット工法のしくみ

鉄筋ジャバラユニット工法17のメリット
安全に効率よく現場組
立作業ができる

高所における危険作業
が大幅に削減できる

危険な開口部周りの作
業が安全にできる

重量物の人力運搬が大
幅に低減でき安全な環
境で作業ができる

作業員の苦渋作業が大
幅に低減できるので高
齢者や女性でも作業で
きる
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安全について

躯体工事の作業工程の短
縮ができる

大部分の鉄筋部材を工場
でユニット化するため工
程の前倒しができる

厳しい工期の現場に十分
対応できる
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工期について

ユニット化する工程におい
て鉄筋を固定するための溶
接作業は一切行わない

工場にて組立てることによ
り品質が安定します

組立終了後、配筋検査を行
い簡単にチェックできる
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品質に関して
工場で組立てることにより作業員の
組立歩掛りが大幅に向上する

折畳んだ状態で集積・運搬ができる
ので保管・運搬の効率化が図れる

鉄筋組立用の足場や架台、組立後の
仮置スペースが大幅に削減できる

事前作業が出来るので少人数の作業
員で施工ができる

現場作業員の標準化ができ他社の応
援が低減できる

従来工法に比べ省力化ができるため
鉄筋工事原価が大幅に低減できる
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効率に関して
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畳んで運べ
る

新工法!

働き方改革の
実現に効果的!


